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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
三
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

練
馬
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
練
馬
第
二
・
二

・
二
十
号
小
竹
町
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
五
年
一
月
二
十
日
か
ら
令
和
十
年
三

月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

練
馬
区
小
竹
町
一
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
三
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

練
馬
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
練
馬
第
二
・
二

・
百
四
十
九
号
北
町
六
丁
目
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
五
年
一
月
二
十
日
か
ら
令
和
七
年
三

月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

練
馬
区
北
町
六
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
三
十
八
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
六
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
一
団
地
の
区
域
等
を
次
の
と
お
り
告
示
し
、
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

対
象
区
域
の
地
名
地
番
及
び
認
定
年
月
日

対
象
区
域
の
地
名
地
番

認
定
年
月
日

世
田
谷
区
下
馬
二
丁
目
一
番
二
、
五
十
五

番
十
三
、
同
番
三
十
三
、
二
百
五
十
九
番

二
か
ら
同
番
四
ま
で
、
同
番
二
十
九
か
ら

同
番
三
十
二
ま
で
、
同
番
三
十
四
、
同
番

三
十
五
、
同
番
三
十
七
、
同
番
五
十
三
か

ら
同
番
五
十
八
ま
で
、
同
番
八
十
五
、
同

番
九
十
か
ら
同
番
九
十
八
ま
で
、
同
番
百

三
、
同
番
百
十
七
、
同
番
百
六
十
六
か
ら

令
和
四
年
十
二
月

二
十
日
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同
番
百
七
十
五
ま
で
、
同
番
二
百
か
ら
同

番
二
百
三
ま
で
、
同
番
二
百
五
、
同
番
二

百
六
及
び
太
子
堂
一
丁
目
二
番
七

二

認
定
計
画
書
の
縦
覧
場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
建
築
指
導
課
（
東
京
都
庁

第
二
本
庁
舎
三
階
中
央
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
十
九
号

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
十
二
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支

援
法
人
（
以
下
「
支
援
法
人
」
と
い
う
。
）
の
指
定
を
し
た
の
で
、

法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

支
援
法
人
の
名
称

社
会
福
祉
法
人
白
寿
会

二

支
援
法
人
の
住
所

足
立
区
扇
一
丁
目
三
番
五
号

三

支
援
業
務
を
行
う
事
務

所
の
所
在
地

足
立
区
扇
一
丁
目
三
番
五
号

四

指
定
年
月
日

令
和
五
年
一
月
六
日

◉
東
京
都
告
示
第
四
十
号

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
（
仮
称
）
神
宮
外
苑
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い

て
、
環
境
影
響
評
価
書
及
び
そ
の
概
要
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
条

例
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
三
井
不
動
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

菰
田

正
信

中
央
区
日
本
橋
室
町
二
丁
目
一
番
一
号

宗
教
法
人
明
治
神
宮

宮
司

九
條

道
成

渋
谷
区
代
々
木
神
園
町
一
丁
目
一
番

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

理
事
長

芦
立

訓

港
区
北
青
山
二
丁
目
八
番
三
十
五
号

伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
林

文
彦

港
区
北
青
山
二
丁
目
五
番
一
号

二

対
象
事
業
の
名
称
及
び
種
類

（
仮
称
）
神
宮
外
苑
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

高
層
建
築
物
の
新
築
、
自
動
車
駐
車
場
の
設
置

三

対
象
事
業
の
内
容
の
概
略

対
象
事
業
は
、
港
区
北
青
山
一
丁
目
、
北
青
山
二
丁
目
、
新
宿

区
霞
ヶ
丘
町
の
各
一
部
に
位
置
す
る
計
画
地
面
積
約
十
七
万
四
千

七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
オ
フ
ィ
ス
、

商
業
、
宿
泊
施
設
、
駐
車
場
等
を
主
要
な
用
途
と
す
る
建
築
物
を

計
画
す
る
も
の
で
あ
る
。

四

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論
の
概
要

事
業
者
は
、
大
気
汚
染
、
騒
音
・
振
動
、
土
壌
汚
染
、
地
盤
、

水
循
環
、
生
物
・
生
態
系
、
日
影
、
電
波
障
害
、
風
環
境
、
景
観
、

史
跡
・
文
化
財
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場
、
廃
棄
物
及
び

温
室
効
果
ガ
ス
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
論
は
別
記
の
と

お
り
で
あ
る
。

五

評
価
書
の
縦
覧

㈠

期
間

令
和
五
年
一
月
二
十
日
か
ら
同
年
二
月
三
日
ま
で
。
た
だ
し
、

日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。

㈡

時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢

場
所

ア

港
区
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
支
援
部
環
境
課

港
区
芝
公
園
一
丁
目
五
番
二
十
五
号

イ

新
宿
区
環
境
清
掃
部
環
境
対
策
課

新
宿
区
歌
舞
伎
町
一
丁
目
四
番
一
号

ウ

渋
谷
区
環
境
政
策
部
環
境
整
備
課

渋
谷
区
宇
田
川
町
一
番
一
号

エ

東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

オ

東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号

東
京
都
立
川
合
同
庁
舎

三
階
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◉
東
京
都
告
示
第
四
十
一
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
四
年
東
京
都
告
示
第
千
四
百
五
十
八

号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
全
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
を
解
除
す
る
区
域

別
図
の
と
お
り
（
板
橋
区
蓮
根
三
丁

目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準

に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類

ふ
っ
素
及
び

そ
の
化
合
物

三

規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

四

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

土
壌
汚
染
の
除
去



（第17741号）東 京 都 公 報令和5年1月20日（金曜日）９

◉
東
京
都
告
示
第
四
十
二
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第

三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四

条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
介
護
機
関
か
ら
、
同
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
及
び
生
活
保
護
法
施
行

規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
四
条
の
二

（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和5年1月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17741号） １０



（第17741号）東 京 都 公 報令和5年1月20日（金曜日）１１



令和5年1月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17741号） １２



（第17741号）東 京 都 公 報令和5年1月20日（金曜日）１３



令和5年1月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17741号） １４
◉
東
京
都
告
示
第
四
十
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第

三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四

条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
介
護
機
関
か
ら
、
同
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
及
び
生
活
保
護
法
施
行

規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
四
条
の
二

（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第17741号）東 京 都 公 報令和5年1月20日（金曜日）１５



令和5年1月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17741号） １６



（第17741号）東 京 都 公 報令和5年1月20日（金曜日）１７
◉
東
京
都
告
示
第
四
十
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第

三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四

条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
介
護
機
関
か
ら
、
同
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
休
止
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
及
び
生
活
保
護
法
施
行

規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
四
条
の
二

（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
四
十
五
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第

三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四

条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
介
護
機
関
か
ら
、
同
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
辞

退
が
あ
っ
た
の
で
、
法
第
五
十
五
条
の
三
第
三
号
及
び
生
活
保
護
法

施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
六
条

（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和5年1月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17741号） １８

◉
東
京
都
告
示
第
四
十
六
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律

第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整

備
す
べ
き
道
路
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

都
道
大
田
調
布
線

二

指
定
す
る
区
間

狛
江
市
元
和
泉
一
丁
目
千
八
百
八
十
三
番
一

地
先
か
ら
同
市
和
泉
本
町
一
丁
目
千
五
百
八

十
八
番
三
地
内
ま
で

三

指
定
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り



（第17741号）東 京 都 公 報令和5年1月20日（金曜日）１９



令和5年1月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17741号） ２０
◉
東
京
都
告
示
第
四
十
七
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律

第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整

備
す
べ
き
道
路
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日東京

都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

都
道
環
状
七
号
線

二

指
定
す
る
区
間

足
立
区
中
川
五
丁
目
一
番
二
十
六
地
先
か
ら

同
区
中
川
四
丁
目
四
十
一
番
二
地
先
ま
で

三

指
定
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り



（第17741号）東 京 都 公 報令和5年1月20日（金曜日）２１

告

示
（
選
）

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
に

つ
い
て
、
自
由
民
主
党
東
京
都
第
二
選
挙
区
支
部
、
自
由
民
主
党
東

京
都
第
四
選
挙
区
支
部
、
自
由
民
主
党
東
京
都
第
十
一
選
挙
区
支
部
、

自
由
民
主
党
東
京
都
第
十
七
選
挙
区
支
部
、
自
由
民
主
党
東
京
都
第

十
九
選
挙
区
支
部
及
び
自
由
民
主
党
東
京
都
第
二
十
三
選
挙
区
支
部

か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
令
和
四
年
東
京
都

選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
訂

正
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

自
由
民
主
党
東
京
都
第
二
選
挙
区
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中

「４７
,１４１
,５８６

」
を
「４７

,２４１
,５８６

」
に
、
「４４
,９８８
,１２３

」
を

「４５,０８８,１２３

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中

「２,５６６,００５

」
を
「２,６６６,００５

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内

訳
の
項
中
「１５,９５７,１２３

」
を
「１６,０５７,１２３

」
に
、
「７,８３０,０００

」

を
「７,９３０,０００

」
に
改
め
、
同
部
５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を

超
え
る
も
の
）
の
項
中

「

東
京
都
医
師
政
治
連
盟
日

本
橋
支
部

２００,０００
中
央
区

」
を

「

東
京
都
医
師
政
治
連
盟
日

本
橋
支
部

宮
沢
会

２００,０００

１００,０００

中
央
区

千
代
田
区

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
第
四
選
挙
区
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中

「１３４
,５４９
,５５７

」
を
「１３３

,４１９
,５５７

」
に
、
「１１５
,５８３
,８５２

」
を

「１１４,４５３,８５２

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中

「５５,８５８,１１５

」
を
「５４,７２８,１１５

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の

内
訳
の
項
中
「８１

,２０１
,５０４

」
を
「８０

,０７１
,５０４

」
に
、

「４２
,０８０
,００４

」
を
「４０

,９５０
,００４

」
に
、
「２７

,２００
,０００

」
を

「２７,７００,０００

」
に
、
「６００,０００

」
を
「１００,０００

」
に
改
め
、
同
部

５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）
の
項
中

「

中
央
魚
類
株
式
会
社

１３０,０００
江
東
区

」
を

「

中
央
魚
類
株
式
会
社

１２０,０００
江
東
区

」
に
、

「

株
式
会
社
染
野
製
作
所

東
京
青
果
株
式
会
社

１２０,０００

１,１２０,０００

大
田
区

大
田
区

」
を

「

株
式
会
社
染
野
製
作
所

１２０,０００
大
田
区

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
第
十
一
選
挙
区
支
部
の
部
３
本
年
収
入
の
内

訳
の
項
中
「１８

,７９５
,０００

」
を
「１８

,７３５
,０００

」
に
、

「１７,３００,０００
」
を
「１７,３６０,０００

」
に
改
め
、
同
部
５
寄
附
の
内
訳

（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）
の
項
中

「

榎
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

坂
本
た
け
し
後
援
会

１００,０００

６０,０００

豊
島
区

板
橋
区

」
を

「

榎
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

１００,０００
豊
島
区

」
に
、

「

東
京
都
歯
科
医
師
連
盟

３００,０００
千
代
田
区

」
を

「

東
京
都
歯
科
医
師
連
盟

坂
本
た
け
し
後
援
会

３００,０００

６０,０００

千
代
田
区

板
橋
区

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
第
十
七
選
挙
区
支
部
の
部
２
支
出
総
額
の
項

中
「７５

,４６７
,４２１

」
を
「７５

,５６７
,４２１

」
に
、
「１６

,５７９
,９４９

」
を

「１６,４７９,９４９

」
に
改
め
、
同
部
４
支
出
の
内
訳
の
項
中

「５２
,３６２
,３４３

」
を
「５２

,４６２
,３４３

」
に
、
「３２

,６８０
,０００

」
を

「３２,７８０,０００

」
に
改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
第
十
九
選
挙
区
支
部
の
部
３
本
年
収
入
の
内

訳
の
項
中
「２２,７６１,０００

」
を
「２２,８６１,０００

」
に
、
「３,６８１,０００

」

を
「３,７８１,０００

」
に
、
「２８,３３０,０００

」
を
「２８,２３０,０００

」
に
、

「自
由
民
主
党
熊
本
県
人
吉
市
第
一
支
部

自
由
民
主
党
群
馬
県
参
議
院
選
挙
区
第
一
支
部

５０,０００

１００,０００

」
を

「自
由
民
主
党
熊
本
県
人
吉
市
第
一
支
部

５０,０００

」
に

改
め
、
同
部
５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）
の
項

中「

森
久
保

可
世
子

４００,０００
国
分
寺
市

」
を

「

森
久
保

可
世
子

中
曽
根

弘
文

４００,０００

１００,０００

国
分
寺
市

群
馬
県
前
橋
市

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
第
二
十
三
選
挙
区
支
部
の
部
３
本
年
収
入
の

内
訳
の
項
中
「２８

,２４３
,０００

」
を
「２８

,１４３
,０００

」
に
、

「１３
,１８３
,０００

」
を
「１３

,０８３
,０００

」
に
、
「２８

,７００
,０００

」
を

「２８,８００,０００

」
に
、

「自
由
民
主
党
神
奈
川
県
第
十
五
選
挙
区
支
部

１,０００,０００

」
を

「自
由
民
主
党
神
奈
川
県
第
十
五
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
神
奈
川
県
第
十
選
挙
区
支
部

１,０００,０００

１００,０００

」
に

改
め
、
同
部
５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）
の
項

中「

河
野

太
郎

田
中

和
德

２５０,０００

１００,０００

神
奈
川
県
平
塚
市

神
奈
川
県
川
崎
市

」
を

「

河
野

太
郎

２５０,０００
神
奈
川
県
平
塚
市

」
に

改
め
る
。
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公

告

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
定
に
つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
四
十
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
定
を
し
た
の
で
、

同
法
第
四
十
九
条
第
二
項
及
び
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例

の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
年
東
京
都
規
則
第
二
百
四
十
三

号
）
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
ｉ
ｍ

Ｔ
ｏ
ｐ

Ｓ
ｗ
ｉ
ｍ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｃ
ｌ

ｕ
ｂ

二

代
表
者
の
氏
名

濱
田

茂
之

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

世
田
谷
区
上
北
沢
四
丁
目
二
十
五
番
一
号

一
Ｆ

四

認
定
の
有
効
期
間

令
和
四
年
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
九
年
十
一
月
二
十
七
日

ま
で

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
定
の
有
効
期
間
の
更
新

に
つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
五
十
一

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
認
定
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、

同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条
第
二
項
及
び
特

定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十

年
東
京
都
規
則
第
二
百
四
十
三
号
）
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協
会

二

代
表
者
の
氏
名

松
谷

高
顯

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

国
立
市
中
一
丁
目
十
八
番
地
の
四
十
一

栄
ビ
ル
三
〇
一
号

四

更
新
さ
れ
た
認
定
の
有
効
期
間

令
和
四
年
六
月
七
日
か
ら
令
和
九
年
六
月
六
日
ま
で

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ス
ト
ッ
プ
結
核
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
日

本
二

代
表
者
の
氏
名

森

亨
、
田
中

慶
司

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

千
代
田
区
神
田
三
崎
町
一
丁
目
三
番
十
二
号

結
核
予
防
会
内

四

そ
の
他
の
事
務
所
の
所
在
地

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
道
修
町
四
丁
目
六
番
五
号

結
核
予
防

会
内

五

更
新
さ
れ
た
認
定
の
有
効
期
間

令
和
四
年
九
月
十
一
日
か
ら
令
和
九
年
九
月
十
日
ま
で

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

三
鷹
市
中
原
四
丁
目
四
百
五
番
四

小
平
市
鈴
木
町
一
丁
目
四
百
七

十
五
番
地
一

武
蔵
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

深
松

優

東
京
都
指
定
排
水
設
備
工
事
事
業
者
の
変
更
届
出
に

つ
い
て

東
京
都
指
定
排
水
設
備
工
事
事
業
者
規
程
（
平
成
十
三
年
東
京
都

下
水
道
局
管
理
規
程
第
四
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都

指
定
排
水
設
備
工
事
事
業
者
か
ら
次
の
よ
う
に
変
更
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
規
程
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日

東
京
都
下
水
道
局
長

奥

山

宏

二

一

事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
事
業
者

受
理
年

月
日

指
定
番
号

商
号
又
は

名
称

新
事
業
所

所
在
地

旧
事
業
所

所
在
地

令
和
四

年
十
一

月
十
五

日

二
六
六
二

関
原
管
工

株
式
会
社

品
川
区
南
品

川
六
丁
目
十

九
番
九
号

品
川
区
南
品

川
六
丁
目
十

九
番
七
号

同
月
二

十
一
日

一
五
五
二

株
式
会
社

三
晃
空
調

東
京
本
店

新
宿
区
西
新

宿
六
丁
目
十

八
番
一
号

住
友
不
動
産

新
宿
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク

新
宿
区
西
新

宿
二
丁
目
七

番
一
号

小

田
急
第
一
生

命
ビ
ル
十
三

階
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タ
ワ
ー
十
二

階

同
月
二

十
二
日

三
八
九
八

株
式
会
社

匠
工
務
店

渋
谷
区
千
駄

ケ
谷
一
丁
目

二
十
八
番
八

号

二
〇
一

渋
谷
区
富
ケ

谷
一
丁
目
四

十
四
番
七
号

川
上
ビ
ル

二
階

二

代
表
者
を
変
更
し
た
事
業
者

受
理
年

月
日

指
定
番
号

商
号
又
は

名
称

新
代
表
者
名

旧
代
表
者
名

令
和
四

年
十
一

月
十
四

日

四
六
一
五

株
式
会
社

久
保
水
道

佐
藤

博
規

久
保
誠
二
郎

同
月
十

六
日

五
五
八
七

株
式
会
社

ア
メ
ニ
テ

ィ
・
プ
ラ

ス

谷
崎

憲
一

古
川

雅
道

同
月
十

七
日

四
八
九
三

株
式
会
社

石
川
設
備

石
川

浩
通

石
川

和
男

同
月
十

八
日

三
九
一
二

有
限
会
社

武
田
設
備

工
業

武
田

秀
晴

武
田

泉
水

同
月
二

十
一
日

一
五
五
二

株
式
会
社

三
晃
空
調

東
京
本
店

笠
木

裕
公

山
田

隆
三

同
日

二
九
一
〇

丸
ノ
内
工

業
株
式
会

社

朝
永

利
幸

中
野

泰
作

令
和
四

年
十
一

月
二
十

五
日

五
六
九
一

有
限
会
社

玉
川
工
業

所

玉
川

大
樹

玉
川

良
雄

同
月
二

十
九
日

二
三
五
三

有
限
会
社

榎
本
工
業

榎
本
壮
太
郎

榎
本

勝
一

所

同
月
三

十
日

五
一
〇
〇

株
式
会
社

ミ
ワ
ス
工

業

原

博
文

仙
波

和
馬

東
京
都
指
定
排
水
設
備
工
事
事
業
者
の
指
定
に
つ
い
て

東
京
都
下
水
道
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
東
京
都
条
例
第
八
十
九

号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
都
指
定
排
水
設
備
工
事
事
業
者

を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
の
で
、
東
京
都
指
定
排
水
設
備
工
事
事
業

者
規
程
（
平
成
十
三
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
四
号
）
第
七

条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
一
月
二
十
日

東
京
都
下
水
道
局
長

奥

山

宏

二

一

指
定
し
た
事
業
者

指
定
番
号

商
号
又
は

名
称

代
表
者

事
業
所
所
在
地

五
八
五
四

関
原
工
業

所

関
原

康
弘

足
立
区
西
新
井
四
丁
目

二
十
六
番
三
十
七
号

五
八
五
五

株
式
会
社

西
川
工
業

所

西
川

碩
治

多
摩
市
和
田
三
百
七
十

四
番
地
の
四

五
八
五
六

本
多
設
備

本
多

悌

東
久
留
米
市
滝
山
五
丁

目
十
七
番
二
号

五
八
五
七

有
限
会
社

光
信
技
研

佐
竹

秀
行

練
馬
区
小
竹
町
二
丁
目

五
十
五
番
三
号

二

指
定
年
月
日

令
和
四
年
十
二
月
十
四
日



令和5年1月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17741号） ２４

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

七
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


